【受注者用】

令和５年度　営繕工事の建設現場における遠隔臨場の試行に係るアンケート
　遠隔臨場の試行工事については、受注者における「段階確認に伴う手持ち時間の削除や確認書類の簡素化」や発注者における「現場臨場の削減による効率的な時間の活用」等を目指し、実施するものです。
今後の遠隔臨場の実施に向け、効果や課題の検証を行うため、次のアンケートにご協力願います。

工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記載者：（株）〇〇〇（会社名）　　　現場代理人　〇〇〇〇（氏名）　　 
【１】遠隔臨場で使用した機器の種類を教えてください。
　　回答欄〔　　　　　〕　← ①～⑤を記載してください。以下、同様です。
①スマートフォン
②タブレット端末
③ウェアラブルカメラ（体に取り付けて撮影するカメラ）
④スマートグラス（通信機能やモニタ内蔵などの機能を持ったメガネの形をしたウェアラブルデバイス）
⑤その他（具体的に記入してください）

【２】上記【１】で使用した機器の調達方法は次のどれにあたるか教えてください。
回答欄〔　　　　〕
　　①レンタル、リース
　　②今回実施のために新規購入
　　③会社保有の機器を使用
　　④個人保有の機器を使用
　　⑤その他（具体的に記入してください）
【３】【１】で使用した機器について、通信（画像、音声）に係るアプリケーションを教えてください。
　　　回答欄〔　　　　〕
①Zoom

②その他（具体的に記入してください）
【４】遠隔臨場で確認した内容（例えば、内装工事のビニル床シートにおける表面仕上げなど）について記載してください。また、その内容について遠隔臨場に適するかどうかを理由も含めて教えてください。

【５】遠隔臨場を試行してみて感じた良い点を教えてください。（複数選択可能）

回答欄〔　　　　　〕
①日程調整がしやすくなった（急な時間変更なども）
②発注者が現場に来るのを待たなくてよくなった
③朝一の立ち会いがしやすくなった
④発注者側が複数人で確認できるようになり、判断が早くなった
⑤社内（下請含む）での情報共有がしやすくなった
⑥新型コロナ感染症拡大防止によい
⑦特になし
⑧その他

【６】遠隔臨場を試行して、苦労した点を教えてください。（複数選択可能）
回答欄〔　　　　　〕
①機器やアプリケーションの調達等
　　②施工計画書等の書類作成
　　③実際の現場での段階確認等の事前準備
　　④機器による映像等の伝達（撮影時の安全性確保等）
⑤特に苦労した点はない
⑥その他
【７】遠隔臨場を試行して、今後改善が必要と思う点や課題等がありましたら教えてください。
　　①機器やアプリケーションの調達等について

　　②施工計画書等の作成について
　　③段階確認等の事前準備について

　　④機器による映像等の伝達について

　　⑤その他
【８】今後も遠隔臨場を試してみたいと思いますか。
　　　回答欄〔　　　　　〕

①試してみたいと思う
②試してみたいと思わない

【９】今後、遠隔臨場を推進する上で、問題点や課題と考えるものがあれば教えてください。（複数選択可能）
　　　回答欄〔　　　　　〕
　　①導入にあたっての費用負担が大きい
　　②撮影時の安全性の確保
③遠隔臨場に関するICT（情報通信技術）を活用できる技術者の確保の確保
④確認内容や現場状況によって機器の使い分けが必要
⑤その他
【10】遠隔臨場に関するご感想、ご意見等について記入してください。
　以上でアンケートは終了です。
ご協力ありがとうございました。



















〈遠隔臨場１回目〉


　①確認内容：


　②適否：適する・適さない　←どちらかを「〇」で囲んでください。


　③②とした理由：








〈遠隔臨場２回目〉


①確認内容：


　②適否：適する・適さない　←どちらかを「〇」で囲んでください。


　③②とした理由：








〈遠隔臨場３回目〉


①確認内容：


　②適否：適する・適さない　←どちらかを「〇」で囲んでください。


　③②とした理由：





（理由など具体的に記入してください）





（理由など具体的に記入してください）



































（理由など具体的に記入してください）





（理由など具体的に記入してください。）














